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第3回 ◇障害学生の修学支援

こ
の
他
に
技
術
的
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。
障
害
学
生

の
学
習
保
障

に

は
、
パ

ソ
コ
ン
や
視
覚
的
表
示
装
置
な
ど

の
各

種
機
器
が
大
き

な
役
割
を

果
た
し
ま
す
。
し
か
し
、
あ
ま
り

一
般
的
で
は
な

い
の
で
、
こ
れ
ら

の
利

用
法
な
ど
に

つ
い
て
疑

問
も
数
多

く
生
じ
ま

す
。

【音

声
認
識
】

Q

聴
覚
障
害
学
生

の
た
め

に
音
声
的
な
情
報

を
パ

ソ
コ
ン
上

に
取
り
入

れ
た
り
、
使
用
し
た
り

、
実
験

に
も
参
加
し
た

の
で
す
が
、
結
論
を
言

え

ば
う
ま
く

い
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
そ
う

い

っ
た

ソ
フ
ト
、
あ

る
い

は
パ

ソ
コ
ン
で
で
き

る
こ
と

が
あ
り
ま
す

で
し
ょ
う

か
。

A

(
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
)

ノ
ー
ト
テ
イ

ク
の
代

わ
り
に
パ

ソ
コ
ン
の
音
声
認

識

ソ
フ
ト
を
使

っ
て
、
そ
れ
を
文
字

に
変
え

て
し
ま

お
う
と

い
う

こ
と

で
す

ね
。

そ
う

い
う
試
み
と

い
う

の
は

い
く

つ
か

の
大
学

や
研

究
機
関

で
行
わ

れ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
結
論

か
ら
言

い
ま
す
と
、
実
用

的
な
も

の
は
ま
だ
あ
り
ま

せ
ん
。

が
、
実
用

性
を
高

め
る
方
法

は
あ
り
ま

す
。

講
師
が

し

ゃ
べ

っ
て

い
る

こ
と
を
、
他

の
人
間
が
間

に
入

っ
て
、
音
声

ソ
フ
ト
が
認
識

し
や
す

い
よ
う

に
し

ゃ
べ
る
方
法

で
す
。

で
も

、
静

か

な
部
屋

で
な

い
と

駄
目
で
、
講
義
室

の
中

で
は
無

理

で
す
。
そ

の
辺
の

環
境
が
整
備

さ
れ
れ
ば
、
例
え
ば
学
内

の
L
A
N
を
使

っ
て
や
る
と

い

う
可
能
性
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。

障
害
学
生

の
支
援

に
、
学
内

L
A
N
や
音
声

認
識

ソ
フ
ト
な
ど

の
話
が

出
て
く
る
と
ち

ょ

っ
と

お
手

上
げ
と
言
う
方
も
少
な
く

な

い
と
思

い
ま
す

が
、
便
利
な
物
を
使
わ
な

い
手

は
あ

り
ま
せ
ん
。
掲
示

の
代

わ
り
に
メ
ー

ル
に
よ
る
情
報
提
供

な
ど

は
、
す
ぐ
に
で
も

で
き

る
情
報
保
障

で
す
。

第

二
回
京
都

セ
ミ
ナ

ー

二
回
目
、
京

都

で
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
四
〇
を
超
え

る
大
学
な
ど

か
ら

六

〇
余
名

の
参

加
を

い
た
だ
き
ま

し
た
。
募
集

定
員

の
倍
近
く

で
し
た

の

で
、
会
場

は
見
る
か
ら

に
窮
屈

で
し
た
。
講
演

内
容
は
、
支
援

コ
ー
デ
ィ

ネ

ー
タ
ー
や
発

達
障
害

の
あ
る
学
生

へ
の
支
援

と

い
う
よ
う

に
、

一
回
目

と
は
変
え

て
み
ま

し
た
。
質
問
も
、

や
は
り
聴
覚
障

害
学
生

へ
の
ノ
ー
ト

テ
イ

ク
に
関
す

る
も

の
が
多

か

っ
た

の
で
す

が
、
弱

視
学
生

へ
の
期
末
試

験

で
の
配
慮

や
軽
度
発
達

障
害
学
生

へ
の
対
応

、
障
害

学
生
支
援

へ
の
大

学

の
ポ
リ

シ
ー
に
関
す

る
質

問
も
あ
り
、
東
京

で
の
セ
ミ
ナ
ー
と
は
様
子

が
少
し
違
う

と

い
う
感
じ

で
し
た
。

一
緒

に
考

え
ま

し

ょ
う

四
頁
で

二
回

の
セ
ミ
ナ
ー
の
内

容
を
詳
細

に
説
明
す

る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
そ

れ
で
も
紙
面

を
お
願

い
し
た

の
は
、
会
場

の
雰
囲
気
を
伝

え
、

今
後

開
催
さ
れ
る
セ

ミ
ナ
ー
に
、
是
非
参
加

い
た
だ
き

、
質

問

・
問
題
を

直

に
周
り

の
皆
さ
ん

に
ぶ

つ
け
、
ま

た

一
緒
に
考
え

て
欲

し

い
と

の
思

い

か

ら
で
す
。

こ
の
種

の
集
ま
り

は
、
他

に
は
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

◆

「
二
〇

〇
六

中
部

の
私
立

大
学

展

」

の
報

告

主

催

"愛
知
県
私
立
大
学
広
報
委
員
会

・
中
日
新
聞
社
共
催

開
催
日
時

"
五
月

一
四
日

(土
)

一
三
¨
○
○
～
一
八
¨
○
○

一
五
日

(日
)

一
〇
¨
○
○
～
一
六
¨
○
○

場

所

"名
古
屋
国
際
会
議
場
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

来
場
者
数

日六
三
七
二
人

(主
催
者
発
表
)

主
な
相
談
内
容

"①
奨
学
金
の
種
類
と
申
込
条
件
、
②
申
込
時
期
、
③

予
約
採
用
、
④
返
還
方
法

愛
知
県
私
立
大
学
広
報
委
員
会

・
中
日
新
聞
社
共
催

「二
〇
〇
六
中

部
の
私
立
大
学
展
」
が
開
催
さ
れ
、
日
本
学
生
支
援
機
構

「奨
学
金
相

談

コ
ー
ナ
ー
」

に
相
談
員
と

し
て
出
席
し
ま
し
た
。

当

日
は

「留

学
生

・
奨
学

生
地
域

交
流

集
会
」

の
ポ

ス
タ

ー
も
掲

示

し
、
ブ

ー

ス
を

訪
れ

た
相
談

者

に
は
、
開

催

の
案

内

・
申

込
書

を
配

布

し
ま
し
た
。
主
な
相
談
内
容

は
、
奨
学
金
制
度

に

つ
い
て

で
し
た
。

◆

「
東

京
一
二

大

学

進

学

フ

エ

ア

(
首

都

圏

会

場

)
」
の

報

告

日

時

"
平
成

一
七
年

五
月

二
八

日

(土
)
一
〇
¨
○
○

～

一
七
¨

○
○

場

所

"
池
袋

サ

ン
シ

ャ
イ

ン
シ
テ

ィ

・
ワ
ー
ル
ド
イ

ン
ポ

ー
ト

マ

ー
ト

配
布
資
料

一

「
奨
学
金
ガ
イ

ド
」

「機

関
保
証
制
度

リ
ー
フ
レ

ッ
ト
」

来
場
者
数

"
三
七
三
八
人

相

談
者

数

"
四

〇
名

(高

校

生

・
受

験

生

二
四
名

、
保

護

者

一
四
名

、

学
校
関
係
者

二
名
)

主

な
相

談

内
容

日
①

奨
学

金

の
種

類

・
資

格

・
条

件

、
②

申
込

時
期

、

③

併
用
貸
与
、
④
返

還
方

法

本
進

学

フ

ェ
ア
は
東

京

の
私
立

一
二
大

学

(青

山
学

院
大
学

.
慶
應

義

塾
大

学

・
國

學
院
大

学

・
上
智
大

学

・
専
修
大

学

・
中
央
大

学

・
東

海

大
学

・
日
本

大
学

・
法

政
大
学

・
明
治

大
学

・
立
教

大
学

.
早
稲

田

大

学
)

が
、
各

大
学

の
教
育

・
研

究
内
容

、
校

風
、
特

色

、
入
学
試

験

等

の
情
報
を

広
く
伝

え

る
目
的

で
、
高

校
生

、
受
験

生
、
保

護
者

及
び
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機構だより

地域ニ ュース

教
員
を
対
象
に
毎
年
開
催

し
て
お
り
、
主
催
者
発
表

で
三
七
三
八
人
の
来
場
者

が
あ
り
ま
し
た
。

奨
学
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

へ
の
相
談
者
数
は
、
高
校

生

・
受
験
生
二
四
名
、
保

護
者

一
四
名
、
学
校
関
係

者
二
名
の
計
四
〇
名
で
し

た

。
相
談
内

容
は

、
大
学

に
入

っ
た
ら

奨
学
金

を
受
け

た

い
が
、
制
度

そ

の
も

の
が
よ
く

わ
か
ら

な

い
の
で
説

明
し

て
ほ
し

い
、
と

い
う

も

の

が
大
半

で
し
た
。

ま

た
、
予
備

校
職
員

の
方

か
ら

、
最
近

、
奨
学
金

に
関
す

る
予
備
校

生

の
問
合
せ

が
多

く
な

っ
て
き

て
い
る

の
で
、
奨
学

金
制

度
全
般

に

つ

い
て
教
え

て
ほ
し

い
と

の
相
談
も
あ

り
ま

し
た
。

◆
目
で
見
て
学
ぶ
伝
統
行
事

(大
阪
日
本
語
教
育
セ
ン

タ
ー
)

平

成

一
七
年

四
月

二
七

日

～
五
月
一
三

日
ま

で
の
期
間

、
在
校

生

の

交
流

ス

ペ
ー

ス
で
も

あ

る
大
阪

日
本
語

教
育

セ

ン
タ
ー

の
学

校

ロ
ビ

ー

に
、
五
月
人
形

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

「留

学
生

の
皆

さ
ん
に
日
本

の
伝
統
行
事

を
紹
介
し
た

い
」

と
、
以
前
、

本

セ
ン
タ

ー

の
近
く

に
あ

っ
た

(株
)
勝

村
人

形

の
会

長

が
ボ

ラ
ン

テ

イ

ア

で
展

示

し

て
く

だ

さ

っ
た

の

が
始

ま

り

で
、

店
舗

を

移

転

さ

れ

た
今

で
も

、
毎

年

、

展

示

い
た

だ

い

て

い
ま
す

。

間

近

で

見

て
触

れ
ら

れ

る
鎧

兜

か

ら

日
本

の
伝

統

文

化

を

学

ぼ

う

と

、

留

学
生

は

皆

興
味

深

そ
う

に
眺

め

て

い
ま

し
た
。

東京12大学進学フェア

〈
札
幌
支
部
〉

日
本
語
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル

「窓
」

今
回
は
、
こ
こ
札
幌
支
部
に
お
い
て
も

っ
と
も
身
近
な
地
域

・
異

文
化
交
流
団
体
で
あ
る
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

「窓
」
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

札
幌
市
内
に
お
い
て
、
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
は

一
〇
団
体
あ
る
が

(平
成

一
六
年
八
月
現
在
)、
そ
の

中
に
お
い
て

「窓
」
は
、
全
国
の
大
学
を
卒
業
し
た
O
G
で
構
成
さ

れ
る
大
学
婦
人
協
会
札
幌
支
部
か
ら
独
立
し
た
有
志
に
よ
り
平
成
五

年
四
月
に
発
足
し
た
サ
ー
ク
ル
で
あ
り
、
札
幌
市
を
中
心
と
し
た
地

域
に
居
住
し
日
本
語
を
学
び
た
い
と
す
る
留
学
生
な
ど
の
外
国
人
を

対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
日
本
語
学
習
を
主
と
し
た
活
動
を

行

っ
て
い
る
。
そ
の
活
動
拠
点
と
な

っ
て
い
る
の
が
当
札
幌
支
部
の

所
在
す
る
札
幌
留
学
生
交
流
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

冒
頭
も

っ
と
も
身
近
な
存
在
と
し
て
紹
介
し
た
わ
け
で
あ
る
。

「窓
」
の
活
動
は
、
毎
週
火

・
木

・
土
の
週
三
回
行
わ
れ
て
お
り
、

日
本
語
を
教
え
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
陣
は
、
出
身
母
体
を
反
映
し

て
女
性
中
心
と
な

っ
て
い
る
が
、
ウ
ィ
ー
ク
デ
イ
に
お
い
て
は
主
婦

や
学
生
、
週
末
に
お
い
て
は
退
職
者
や
現
役
の
専
門
学
校
教
師
な
ど

が
活
躍
し
て
い
る
。
ま
た
、
登
録
し
て
い
る
外
国
人
学
習
者
は
、
平

成

一
六
年
度
に
お
い
て
三
〇
九
人
、
活
動
に
参
加
し
た
学
習
者
数
は

四

一
か
国
延
べ
三
六
〇
八
人
に
も
上
り
、
そ
の
中
に
活
発
に
参
加
し

て
い
る
当
札
幌
国
際
交
流
会
館
の
館
生
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
も
ち

ろ
ん
言
う
ま
で
も
な
い
。
(逆
に

「窓
」
に
参
加
す
る
た
め
当
会
館
に

寄
宿
を
希
望
す
る
留
学
生
も
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
)

こ

こ
ま

で

人
気

が
あ

る

要

因

の

一
つ
に

、

い
わ

ゆ

る

「窓

メ

ソ

ツ
ド
」

(窓
教

授

法

)

と

い
う

も

の
が
挙

げ

ら

れ

る

。

こ

れ

は

、

テ

キ

ス
ト

修

了

の
み
を

目
指

し

た

画

一
的

教
授

方

法

と

は

違

い
、

マ
ン

ツ
ー

マ
ン

を

基

本

と

し

て

、
個

々
人

の

ニ
ー
ズ

や

生
活

状

況

な

ど

に
基

づ

い
た
真

に
必

要

と

さ

れ

る

レ

ベ

ル

の
学

習


